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地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム(SATREPS) 

研究課題別終了時評価報告書 

 

１．研究課題名 

タイ国・生物循環グリーン経済実現に向けたウキクサホロビオント資源価値の包括的開拓 

（国際共同研究期間：2021年 10 月～2026年 10月、JST側研究期間：2020年 8月～2026年3月） 

 

２．研究代表者 

２．１．日本側研究代表者： 森川 正章（北海道大学 大学院地球環境科学研究院 教授） 

２．２．相手側研究代表者： アリンチップ サムチャイペネット（カセサート大学 理学部 教授） 

 

３．研究概要 

高濃度 CO2 や汚染水でも生育可能で、資源価値の高いウキクサ科植物を活用することにより、

持続可能社会構築に貢献する。具体的には、(1)ウキクサ-共存微生物複合生物（＝ホロビオント）

資源バンクの整備、(2)ウキクサ成長速度を加速する微生物共生作用の理解と強化、(3)低炭素型

水処理技術とウキクサ生産技術の開発、(4)バイオ燃料・バイオプラスチック・家畜飼料の製造、

(5)食用ウキクサの生産性向上と高機能性食品の開発を行う。 

ウキクサを基軸とした生物資源整備から新産業創出まで一気通貫に取り組むことで、タイ国政

府が推進する生物循環グリーン（BCG）経済政策及びカーボンニュートラル実現に貢献する。 

プロジェクトは下記の6つの研究題目ごとにグループ（G1～G6）が構成されている。 

(１) ウキクサホロビオント資源研究センター（DHbRC1）の創設 

(２) ウキクサホロビオントコレクションの創出 

(３) ウキクサホロビオント機能強化技術基盤の開発 

(４) ウキクサを原料とした有価物生産技術基盤の開発 

(５) ウキクサホロビオント水質浄化システムの低炭素化効果の検証 

(６) ウキクサの農家生産支援とウキクサを活用した技術の実用化推進 

 

４．評価結果 

総合評価：Ａ＋ 

（所期の計画をやや上回る取り組みが行われ、大きな成果が得られた。） 

本プロジェクトは、相手国における自律的なウキクサ研究コミュニティの形成を実現し、国際

的な研究基盤の構築に大きく寄与した点で高く評価される。また、DHbRC の設立をはじめ、共存

 
1 Duckweed Holobiont Resource & Research Center：本プロジェクト研究題目1により、2024年3月にカセサー

ト大学理学部内に創設された。ウキクサとその共生微生物群（ホロビオント）の収集と保存を行い、これらを

活用した持続可能な資源開発を目的とする。 
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微生物の機能解明及び制御に関する学術的成果、ならびに水質浄化、バイオマス資源、高機能食

品等への多面的な応用可能性を示すなど、研究領域全般にわたり顕著な成果が得られた。特に、

ウキクサホロビオントに関する新規な科学技術的知見が多数得られた点は高く評価できる。 

社会実装に向けた取り組みも着実に進展しているが、水質浄化及びエネルギー資源利用に関し

ては、既存技術との比較において得失が併存していると考えられる。健康食品として相手国内で

社会実装が実際に開始されたが、将来的に社会にさらに受容され、普及するかについて今後の発

展が期待される。バイオ燃料やバイオプラスチック生産を通じた低炭素化への将来的貢献も一定

程度期待でき、CO2削減効果の推計も示されている。 

COVID‑19の影響による計画遅延が生じたものの、各研究題目において設定した目標は達成され、

プロジェクト目標である研究開発基盤整備も十分に達成されたものと評価できる。 

以上より、本プロジェクトは学術的貢献、技術的成果、国際連携基盤の強化のいずれの観点に

おいても高い成果を収めたものと認められ、全体として高いレベルで目標を達成したと総合的に

判断される。 

 

４－１．地球規模課題解決への貢献 

【課題の重要性とプロジェクトの成果が課題解決に与える科学的・技術的インパクト】 

本プロジェクトは、低エネルギー型水質浄化、機能性食品、バイオマスエネルギーといった環

境・食料・エネルギー分野の重要課題に対し、ウキクサホロビオントの研究を基盤として包括的

に取り組んだ点で、非常に高い意義が認められる。ウキクサと微生物の共存関係に着目した研究

を通じて、多数の新規科学的知見を創出し、学術的に世界水準の重要な成果が得られている。 

特に、ウキクサホロビオント資源コレクション及び研究センターを整備し、成長促進技術や低

炭素型水処理技術を提示した点は、国際的にも先駆的であり、分野全体に大きな波及効果をもた

らす成果といえる。CO2削減効果についても一定の検証がなされ、低炭素社会構築に向けた技術的

可能性が示された。 

水質浄化やバイオマスエネルギーの社会実装に関しては、既存技術との比較や普及可能性に課

題が残るものの、プロジェクト目標の研究開発基盤の整備は十分に達成されており、今後の展開

を通じて社会実装に大きく貢献することが期待される。総じて、本プロジェクトは地球規模課題

解決に資する科学的・技術的インパクトが非常に高いと評価できる。 

【国際社会における認知、活用の見通し】 

国際シンポジウムや国際会議での継続的な発信、国際誌への論文発表、受賞実績等を通じて、

高く認知されている。特に、DHbRCの設立および7th ICDRA2の開催は、国際的な研究・産業ネッ

トワーク形成に大きく寄与した。機能性食品分野では多くのイベントで広報活動も行うなど、既

 
2 7th International Conference on Duckweed Research and Application：第7回ウキクサ研究応用国際会議。

タイ側研究代表者と研究題目6のリーダーが中心となり、2024年11月にバンコクで開催（カセサート大学と

JICAの共催）、過去最大の31カ国から200名を超える参加者があった。 
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に企業化も進展しており、今後も国際的な活用拡大が期待される。 

【他国、他地域への波及】 

タイ全域を対象とした研究実施は高く評価でき、今後は環境影響に関する詳細な検討が必要で

あるが、ウキクサが自生する日本やASEAN諸国、アフリカなどにもウキクサ資源は活用可能と考

えられる。低炭素型水処理・有価物生産の枠組みは、ビジネスモデルとして提案されており、将

来的な技術移転と産業展開の余地が大きく、他地域への波及効果も高いと期待される。 

【国内外の類似研究と比較したレベル】 

本プロジェクトは、相手国側研究者との協働による大規模な研究活動と丁寧な分析を特徴とし、

学術論文47件の発表と26件の受賞実績（評価会実施時点）を上げるなど、新たな知見が多く得

られており、国際的にも高いレベルにある。ウキクサホロビオントの資源バンク構築から水処理・

食品・材料までを一気通貫で開発した例は他になく、共存微生物の効能や制御については、他生

物系への応用可能性を含め、波及効果は大きいと考えられる。 

  

４－２．相手国ニーズの充足 

【課題の重要性とプロジェクトの成果が相手国ニーズの充足に与えるインパクト】 

本プロジェクトは、食用ウキクサ産業や排水処理改善を通じて、高齢化対策や農村所得向上と

いった国家課題に直接貢献し得る内容である。BCG経済政策にも合致しているうえ、食品・環境・

エネルギーの多面的なニーズに対応している。タイにおいて新たな研究コミュニティと大学内研

究センターを確立し、相手国ニーズの充足に与えるインパクトは大きいと考えられる。今後は、

社会実装や実用化、新規ビジネスを含む総合的な展開が期待される。 

【課題解決、社会実装の見通し】 

企業からの関心が高く、社会実装の見通しは全体として良好である。食品分野ではすでに企業

化が進み、有価物生産技術や一部要素技術は社会実装段階に入っているほか、バイオ燃料、バイ

オプラスチック、メタン発酵、商業生産・流通など、複数の実用化の芽が立ち上がっている。排

水浄化やエネルギー利用は小規模事業者への普及可能性がある一方、競合技術との比較による優

位性の整理や、実用化規模の現実的な評価が課題である。今後社会実装を進める上では、地元企

業・市民への便益や理解普及を含めた社会受容性の向上、ならびに温室効果ガス排出削減効果の

定量化と事業規模の検証等が重要となる。 

【継続的発展の見通し（人材育成、組織、機材の整備等）】 

相手国にDHbRCが創設され、研究拠点・資源コレクション・機材整備が進むとともに、独自の

研究資金確保もなされており、持続的な研究開発体制が構築されている。タイから博士課程学生

の受け入れや短期研修を通じた人材育成に加え、日本側若手研究者のポスト獲得やリーダー育成

も進展し、日タイ双方で次世代研究者育成に成功している。今後も、特に日本人若手を含む人材
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育成を継続することで、国際連携のもとで長期的な発展が期待される。 

【成果を基とした研究・利用活動が持続的に発展していく見込み（政策等への反映、成果物の利

用など）】 

本研究成果はウキクサにとどまらず、クロレラ、ミドリムシ等の微細藻類をはじめ、他の植物

の生態系やホロビオント研究への展開も期待でき、分野横断的な研究の波及効果が見込まれる。

DHbRC を核とした研究拠点化に加え、民間企業による事業化や後継プロジェクトの検討が進み、

本プロジェクト研究期間終了後も研究・産業の持続的発展を支える基盤が形成されている。成果

物の利用やビジネスモデル提案もすでに始まっており、食品分野を中心とした付加価値創出が期

待される。一方、環境・エネルギー政策の観点からは、大規模展開は当面限定的なものになると

思われるものの、小規模・分散型の取組としては一定の有効性を有すると評価できる。 

 

４－３．付随的成果 

【日本政府、社会、産業への貢献、および科学技術の発展】 

日本国内の食品関連企業において具体的な商品開発が進められている。また、日本発スタート

アップによる事業化準備を通じて、新たな食品素材としての社会実装に向けた展開が期待される。

タイで得られた研究成果についても、日本の気候条件や設置環境に応じた調整により、国内展開

への応用可能性を有している。バイオプラスチック素材、低炭素型水処理分野における新たな産

業機会の創出が期待される点も評価できる。 

【科学技術の発展】 

本研究は学術的に非常に高い水準にある。特に、ホロビオント制御による成長促進メカニズム

の解明、排水中における共生系ダイナミクスの解析、低炭素型水処理プロセスの提案など、基礎

から応用に至るまで、環境・微生物・材料科学を横断する重要な成果が得られており、ウキクサ

利用に関する学術の発展に大きく貢献している。 

【世界で活躍できる日本人人材の育成（若手、グローバル化対応）】 

本プロジェクトでは、関連する日本人研究者が多数参画し、若手研究者の育成を意識した国際

交流が継続的に実施されている。また、若手研究者が主体的に研究・教育活動に関与する機会が

提供されており、キャリア形成において具体的な成果が現れている点は評価できる。総じて、日

本人若手研究者の育成について標準的な水準を満たしており、今後の継続的な取組みにより、さ

らなる発展が期待される。 

【知財の獲得や、国際標準化への取り組み、生物資源へのアクセスや、データ入手手法】 

タイ側におけるウキクサ由来バイオプラスチック製造法の国内特許出願や、ホロビオント資源

カタログ、水質浄化システムのデータベース・ハンドブック・技術マニュアルの公開など、国際

的な標準化や技術共有に資する取組は評価できる。また、捕食性細菌の発見など、将来的な知的
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財産創出につながる可能性を有する成果も得られている。一方で、共存微生物の制御という観点

からの特許化や国際標準化については、今後より戦略的に検討されることを期待する。 

【その他の具体的成果物（提言書、論文、プログラム、試作品、マニュアル、データなど）】 

50本以上の原著論文、総説・書籍、200件超の学会発表、26件の受賞実績など、量・質ともに

非常に高い成果発信が行われている。あわせて、研究拠点の整備やホロビオント資源コレクショ

ンの確保、保存技術の開発、食品試作及び改良、ビジネスモデル提案など多様な具体的成果物が

得られている。 

さらに、ウキクサホロビオント水質浄化システムに関するデータベース・ハンドブックの公開

が予定されており、成果の体系化と共有に向けた取組も進められている。一方で、競合技術との

差異をより明確に整理・発信することで、成果の独自性や社会的訴求力が一層高まると期待され

る。 

【技術および人的ネットワークの構築（相手国を含む）】 

相手国との間に非常に良好な信頼関係が構築され、強固な研究者ネットワークの形成に成功し

ている。相手国側の研究活動力も高く、研究面での対等かつ活発な協働関係が確立されている点

は高く評価できる。また、日タイの複数大学・研究機関に加え、企業や行政を巻き込んだネット

ワークが構築され、DHbRCの活動や国際会議・展示会等を通じて、研究者・企業・農家をつなぐ持

続的な連携の基盤が形成されている。 

 

４－４．プロジェクトの運営 

【プロジェクト推進体制の構築（他のプロジェクト、機関などとの連携も含む）】 

多数の研究チーム及び参画機関を擁する中で、全体を効果的に統括する優れたマネジメントが

実施され、活発な連携の下で着実な成果が創出されている。各研究題目の役割分担やJCC3等の会

議体が適切に機能し、COVID-19下においてもオンライン活用や専門家派遣を通じて柔軟な軌道修

正が行われ、概ね計画通りに進捗管理がなされた点は評価できる。 

また、相手国側が独自に予算を獲得するなど主体的に研究を推進する体制が整い、両国間の強

固な協力関係が構築された。総じて、本プロジェクトの運営・推進体制は非常に良好であった。 

【プロジェクト管理および状況変化への対処（研究チームの体制・遂行状況や研究代表者のリー

ダーシップ）】 

日タイ両国の研究代表者によるリーダーシップが非常に優れており、当初想定されていた技術

的課題や実用化上の不確実性、相手国側メンバーの体制変更、COVID-19による制約など、複合的

な困難に対して柔軟かつ的確に対応している。多数の研究チームを効果的に統率し、学術・産業・

行政を横断した連携を主導することで、計画を着実に前進させてきた点は高く評価できる。 

 
3 Joint Coordination Committee：プロジェクトの意思決定機関。 
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特に、国際会議の招致、企業連携、若手研究者支援を積極的に推進するとともに、当初計画に

なかったウキクサ植物の凍結保存技術の開発など新たな成果を創出しており、状況変化に対応し

つつプロジェクトを牽引したマネジメント及びリーダーシップは極めて高い水準にある。 

【成果の活用に向けた活動、および情報発信（論文、講演、シンポジウム、セミナー、マスメデ

ィアなど）】 

論文発表に加え、学会、シンポジウム、国際会議、各種イベント等を通じて積極的な情報発信

と広報活動が展開されており、相手国での国際会議主催や未来食博覧会での発信を含め、多くの

実績を上げている。ウキクサ有価物生産マニュアルやカタログの公開など、研究成果を社会・産

業が活用しやすい形で提示している点は高く評価できる。今後、より多様なステークホルダーの

参画を促す取組が進めば、成果の活用と波及効果はさらに拡大すると期待される。 

【人材、機材、予算の活用（効率、効果）】 

予算は総じて有効かつ効率的に活用されたと評価できる。多くの実験実施や高度な分析に加え、

計画的な機器整備が行われ、多数の論文、人材育成、産業連携といった成果を創出しており、費

用対効果は高い。 

５．今後の研究に向けての要改善点および要望事項 

1) 共存微生物活用研究の一般化と生態系全体を踏まえた研究視点の拡張： 

共存微生物の活用・制御に関する本研究の成果は、ウキクサに限定されるものではなく、

多様な植物種へ応用可能な高い潜在性を有している。今後は対象植物や適用領域を段階的に

拡張することで、より普遍的な原理の解明へと研究を発展させることが期待される。こうし

た視点の拡張により、生態系への配慮と学術的普遍性を両立した研究成果の創出とともに、

より社会的インパクトの大きな研究テーマへと発展する可能性が期待され、それに伴う適切

な知的財産戦略についても検討することが望まれる。 

 

2) ホロビオント相互作用理解の深化と社会実装に向けた技術展開： 

本プロジェクトで得られたホロビオントにおける微生物―植物相互作用に関する学術的

成果は、その理解を今後さらに深化させるとともに、得られた知見を具体的な実製品や実用

技術へと展開していくことが期待される。基礎的知見を実装可能な技術へとつなげることで、

本研究の社会的・産業的意義は一層高まると考えられる。 

あわせて、将来的な社会実装や事業化を見据え、大規模生産段階における技術的課題の整

理が重要である。特に、収穫装置や乾燥装置などの生産プロセスに関わる要素技術について、

課題と対応方策、今後の開発の方向性を明確化することが求められる。これらを国際共同研

究期間終了時までに一定程度整理することで、実用化に向けた道筋がより明確になると期待

される。 
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3) CO₂削減効果及び経済性に関する定量的評価と他技術比較： 

本研究では温室効果ガス削減の可能性が示されているが、CO₂排出削減に関する限界費用

の算出、実証規模での経済性評価、ならびに具体的なビジネスモデルの提示については、さ

らなる検討が必要である。加えて、微細藻類利用技術等の既存技術との比較を通じて、ウキ

クサを用いることの優位性や技術的・経済的な位置付けを定量的に示すことが望まれる。 

 

4) 研究基盤の持続的運営体制の確立： 

DHbRC の本格運用を見据え、プロジェクト終了後の安定的な財源確保及び運営ガバナンス

体制の確立について、早期から検討を進めることが期待される。 

 

以上 
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図 1 成果目標シートと達成状況（2025 年 12 月時点） 


